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 Casting tests were carried out to produce high quality castings, especially thin section castings. It 
was available to use computer aided engineering to prevent casting defects such as cold shuts. As 
the results, by comparing experimental results and mold filling simulation, it was possible to 
produce thin section castings. The suitable thickness of coat made from SiO2 was between 0.5mm 
and 0.7mm.    
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１． はじめに 

鋳鉄製品を薄肉化して軽量化することは，品質

面で差別化を図り，競争力を確保するうえで有効

な手段である． 

本研究では，鋳鉄の薄肉化を目的として，最近

実用レベルに達してきた鋳造シミュレーションの

活用を検討した．昨年度は，発泡模型を鋳型とし

た鋳造プロセスにおける鋳鉄の薄肉化について検

討し，鋳物の出来栄えを評価した１）．その際，薄

肉化のためには，溶湯充填挙動の把握が重要なの

で，鋳造シミューションにより流動解析を実施し

た．その結果，実際の鋳造と比べて，溶湯の鋳型

への流動状況が異なることが判明した． 

そこで，本年度は，発泡模型を使用した場合に

おいて，多孔質内の流れを考慮した流動解析と実

際の鋳造結果とを相互に検証することにより，流

動解析で実際の鋳造時と同じ流動状況を再現可能

とするとともに，鋳物の欠陥低減についても検討

した． 

次に，発泡模型に塗布する塗型の通気抵抗につ 
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いて調査した．塗型は，注湯時における模型形状

の保持および発泡模型から発生するガスの除去を

スムーズに行う役割を担っている．そこで，塗型

の通気抵抗を評価する簡易的な装置を作製して，

塗型厚さと通気抵抗との関係を求め，塗型厚さが

鋳物の欠陥に及ぼす影響について調査した． 

 
２． 実験 
２．１ 鋳造シミュレーションの概要お

よび解析条件設定のための予備実験 

 現在，国内外で 10 社程度の鋳造シミュレーシ

ョンソフトウェアが販売されている２）．シミュレ

ーションの手法としては，大きく分けて直交差分

法と有限要素法があり，それらの特徴を表 1 に示

す．本研究で実施した流動解析は，直交差分法を

採用した解析ソフトウェアであるアドステファン

（日立製作所製）を使用した． 

本ソフトは，プリプロセッサー（解析の準備）

－ソルバー（解析）－ポストプロセッサー（結果

の表示）から構成されている．シミュレーション

解析するためには，まず，汎用 3 次元 CAD で作 
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